
す
。
こ
の
こ
と
は
、
脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
を

受
け
入
れ
る
に
は
脳
神
経
外
科
医
師
だ
け
で

は
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
や
栄
養
管
理
な
ど
の
ス

タ
ッ
フ
を
擁
す
る
専
属
チ
ー
ム
で
多
角
的
に

管
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

　
市
立
病
院
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
リ
ハ
ビ
リ
を
効

率
的
に
行
え
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
室
を
併
設

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
室

へ
の
移
動
の
時
間
が
短
く
な
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
ス

タ
ッ
フ
の
観
察
の
も
と
に
リ
ハ
ビ
リ
が
実
施

さ
れ
る
た
め
、
患
者
さ
ん
の
状
態
把
握
が
よ

り
正
確
に
な
り
、
安
全
で
よ
り
有
効
な
リ
ハ

ビ
リ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
面
会
さ
れ
る
方
に
も
リ
ハ
ビ
リ
の

様
子
を
外
か
ら
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
設

計
さ
れ
て
い
る
た
め
、
患
者
さ
ん
の
精
神
的

な
励
み
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
臓
・
脳
血
管
セ
ン
タ
ー
の
１
階
北
側
に

は
、
草
加
市
消
防
本
部
に
よ
り
救
急
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
救
急
隊
と
高
規

格
救
急
車
１
台
が
常
時
配
置
さ
れ
、
救
急
医

療
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
救
急
隊
員
の

知
識
・
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た
教
育
の

た
め
の
拠
点
施
設
と
な
り
ま
す
。
 

　
草
加
市
消
防
本
部
で
は
、
「
消
防
・
救
急

６
分
体
制
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
救
急
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
市
立

病
院
周
辺
地
域
か
ら
の
救
急
要
請
か
ら
現
場

到
着
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
市
全
体
と

し
て
も
こ
の
体
制
の
範
囲
が
さ
ら
に
広
が
り

ま
す
。
将
来
的
に
は
、
救
命
機
器
を
搭
載
し

た
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
市
立
病
院
が
運
用
す
る

計
画
も
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
救
急
隊
員
の
研
修
施
設
と
し
て
、

病
院
実
習
や
症
例
研
究
を
行
い
ま
す
。
医
師

か
ら
指
導
や
助
言
を
受
け
、
傷
病
者
に
対
す

る
観
察
力
や
判
断
力
を
修
得
す
る
な
ど
、
救

急
隊
員
の
質
の
向
上
を
図
る
重
要
な
役
割
を

担
い
ま
す
。
 

　
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い
る
病

院
は
全
国
で
も
数
か
所
し
か
な
く
、
注
目
を

浴
び
て
い
ま
す
。
病
院
と
消
防
が
一
つ
の
施

設
で
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
は
、
救
急
医
療

に
と
っ
て
理
想
的
か
つ
画
期
的
な
こ
と
で
す
。

草
加
市
が
誇
る
医
療
体
制
の
一
つ
と
な
り
ま

す
。
前
例
が
少
な
い
施
設
だ
け
に
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
の
運
用
に
な
り
ま
す
が
、
全
国

に
誇
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
 

　
子
ど
も
急
病
夜
間
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
４
月
１

日
に
開
院
し
ま
し
た
。
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

０
歳
〜
１５
歳
の
患
者
さ
ん
の
診
療
を
行
い
、

発
熱
、
腹
痛
、
お
う
吐
な
ど
内
科
系
の
症
状

の
み
に
対
応
し
ま
す
。
 

　
診
療
は
草
加
八
潮
医
師
会
に
所
属
す
る
医

師
や
医
科
大
学
か
ら
派
遣
さ
れ
る
医
師
が
行

い
、
診
察
の
結
果
、
高
度
な
治
療
や
入
院
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
市
立
病
院
等

の
医
療
機
関
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
 

　
診
療
時
間
は
月
〜
金
曜
日
が
午
後
７
時
３０

分
〜
１０
時
３０
分
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
は
午
後
６
時
３０
分
〜
１０
時
３０
分
。
受

診
の
際
は
電
話
な
ど
で
の
予
約
は
不
要
で
す
。

　
診
察
は
来
院
順
で
行
い
ま
す
が
、
症
状
に

よ
っ
て
は
診
察
の
順
番
が
前
後
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
 

　
糖
尿
病
の
進
行
に
よ
り
腎
機
能
が
悪
化
し
、

透
析
治
療
が
必
要
と
な
る
患
者
さ
ん
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
 

　
市
立
病
院
を
受
診
後
に
透
析
治
療
を
開
始

す
る
患
者
さ
ん
に
加
え
、
脳
卒
中
や
心
臓
疾

患
な
ど
の
合
併
症
を
併
発
し
て
い
る
重
症
透

析
患
者
さ
ん
に
も
対
応
し
ま
す
。
 

　
各
ベ
ッ
ド
で
は
酸
素
吸
入
が
可
能
で
、
重

症
患
者
専
用
ベ
ッ
ド
に
は
生
体
情
報
モ
ニ
タ

ー
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
 

　
な
お
、
診
療
に
つ
い
て
は
市
立
病
院
医
事

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
市
立
病
院
で
働
く
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
０
歳

か
ら
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
を
預
か
る
施
設

で
す
。
 

　
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
は
、
夜
勤
が
頻
繁

に
あ
り
、
勤
務
時
間
が
不
規
則
で
あ
る
こ
と

か
ら
個
々
の
勤
務
時
間
に
対
応
で
き
る
保
育

施
設
の
整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
 

　
全
国
的
な
医
師
・
看
護
師
不
足
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
出
産
後
も

子
育
て
を
し
な
が
ら
安
心
し
て
勤
務
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

縱 ……平成２４年４月１０日 草加市立病院 

縡集中治療室 リハビリスペースが併設され、患者さんの状態に合わせたリハビ
リが行われます。縒救急車専用口　重症処置室に直結し、患者さんを短時間
で収容できます。縱腎センター 広 と々したアメニティーや談話室などもあり、ゆと
りのスペースが確保されています。縟血管撮影室 心臓・脳疾患の血管内手術
が可能です。縉子ども急病夜間クリニック 4月1日から診療を開始しています。 
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階数 

5階 院内保育室、大講堂 
腎センター（血液透析室） 
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循環器センター（ＣＣＵ）、血管撮影室 

子ども急病夜間クリニック、救急ステーション、 
重症処置室、腎臓内科外来 

4階 
3階 
2階 

1階 

施設 

縱 

縟 縉 

縒 

縡 

ICU入院患者延べ数（平成23年） 

脳血管疾患 
783人 

その他の疾患 
436人 
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